
藤
原
氏

の
氏
寺

と
天
台
宗

の
進
出

1

法
性
寺

と
法
成
寺

に

つ
い
て

平

岡

定

海

}
、

は

し

が

き

私
は
さ
き
に
四
円
寺

の
成
立
に

つ
い
て
論
じ
た
が
、
そ
こ
で
四
円
寺
は
も
ち
ろ
ん
御
願
寺
と
し
て
そ
の
発
展
段
階
に
お
い
て
は
、
ま
え
に
仁
和
寺
に
そ
の
根
源
を
求
め

な
が
ら
展
開
発
展
し
て
来
た
も

の
で
あ
る
と
述
べ
た
。

そ
し

て
仁
和
寺
と
の
関
係

に
お
い
て
も
、
四
円
寺

の
検
校
職
を
仁
和
寺
が
掌
握
す
る
と
い
う
新
し
い
方
法
を
打
ち
出
し
て
来
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
。

も
ち
ろ
ん
そ
れ
ら
の
四
円
寺
は
た
し
か
に
御
願
寺
の
発
展
の
中
で
は
大
き
な
動
き
と
し

て
と
ら
え
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
あ
の
藤
原
道
長

の
建
て
た
法
成
寺
や
、
白
河
法

皇

の
建
立
さ
れ
た
法
勝
寺
を
中
心
と
す
る
六
勝
寺
の
成
立
と
は
比
す

べ
く
も
な
い
。

こ
の
六
勝
寺
の
成
立
こ
そ
御
願
寺

の
最
終
的
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
大
き
な
意
義
を
持

つ

も

の
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

い
ま
ま
で
の
御
願
寺

の
成
立
段
階
を
ふ
り
か
え

っ
て
考
え
て
み
る
と
次
の
表
の
如
く
な
る
。

一

御

願

名

}

御

願

寺

　

供

養

日

成

立

期

「

一i

!
l

l
F

}

一

一

一

一

宇

多

「

仁

和

寺

一

仁

和

四

・

八

・
十
七

　

即
位
後

二
年

　

靖

竺

朋
禦

㎜
蕪

翫
　
話

∵

"

蛙
讐

藤
原
氏
の
氏
寺
と
天
台
宗
の
進
出
に
つ
い
て
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藤
原
氏
の
氏
寺
と
天
台
宗
の
進
出
に
つ
い
て

藤 藤

原 原

頼 道

道 長

近 崇 待 鳥 堀 白 後 後後

賢 三 冷朱

門

衛 徳 院 羽 河 河 条 泉雀

延 成 圓 最 尊 法 円 円

乗

寺

宗

寺

勝 勝 勝 勝 勝 勝

 

法

成

平

等

院 寺 寺 寺 寺 寺 寺 寺

延 天

久 喜

● ●

±+
● ●

廿 廿
六 五

永 治 久 保 大 元 康 承

承 安 安 延 治 永 和 暦

五 五 三 元 四 元
● ● ● ● ● ●

十 十
三 十 三 二 七 二
● ● ● ● ● ●

廿 十 十 廿 十
廿 六 三 七 一 八

 

二

・

七

・
十

四

七

・

三

・
廿

八

〃 〃

十
九
年

三
年

〃〃〃

女
院
後

即
位
後

〃

五
年

十
六
年

十

一
年

四
年

十
七
年

八
年

摂
政
後

六
年

(出
家
後
三
年
)

摂
関
後

三
十
五
年

こ
の
表
よ
り
考
え
て
、
そ

の
成
立
は
平
均
し

て
天
皇
の
即
位
後
十
年
で
成
立
を
見
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
そ
の
即
位
後
早
い
時
期
に
建
立
の
は
こ
び
と
な

っ
て
い
る
も

の
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
そ
の
御
願
者
の
積
極
的
意
志
が
強
い
場
合
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
例
と
し

て
宇
多
天
皇
の
場
合
は
父
の
光
孝
天
皇
が
仁
和

三
年

(八
八
七
)

八
月

二

十
六
日
に
仁
寿
殿
で
円
珍
等

の
祈
願
の
甲
斐
も
な
く
崩
御
さ
れ
た
が
た
め
に
、
こ
の
西
山
御
願
寺

は
天
皇

の
息
災
安
穏
追
善
菩
提
の
た
め
に

一
刻
も
早
く
建
て
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
し
、
そ
の
建
立
は
宇
多
天
皇
よ
り
も
光
孝
天
皇

の
意
志
で
も
あ

っ
ね
。

そ
し
て
仁
和
三
年
十
月
十
四
日
に
七
々
日
の
忌
辰
が
す
ん
で

一
周
忌
を
期
し

て
仁
和
寺

で
周
忌
御
斉
会
を
行

っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
仁
和
寺
は
周
忌
に
間
に
合
わ
す
た
め
に
急
ぎ
建
立
さ
れ
た

の
で
、
こ
れ
は
宇
多
天
皇

の
強

い
意
志
に
よ
る
も

の
で
あ

っ
た
た
め
に
建
立
の
期
間
が
急
速
に
早
ま

っ
た
例

で
あ
る
。

後
三
条
天
皇

の
円
宗
寺

の
場
合

は

「
錐
レ
愼
二神
器
於

一
日
之
裡
、
渇
仰
志
厚
、
猶
事
二
佛
陀
於
万
機
之
間

一

(中
略
)

為
二
教
法
久
住
、
国
家
永
穏

一、
方
起

伽

藍
之

一

ω

院

こ

と
天
皇
の
仏
教

へ
の
関
心
の
深
さ
に
よ
る
も
の
だ
と
述

べ
て
い
る
が
、

天
皇
が

「
後

三
条
院
く
ら
い
に
つ
か
せ
給
ひ
て
ぞ
、

年
ご
ろ
の
御
心
よ
か
ら
ぬ
事
ど
も
に

て
宇
治
に
こ
も
り
い
さ
せ
給
い
て
、
延
久
四
年
正
月
廿
九
日
御
ぐ
し
お
ろ
さ
せ
給
ひ
て
・
同
六
年
二
月
二
日
・
八
+

三
に
て
う
せ
穐

き
」
と
後
三
条
天
皇
と
頼
通
と

の

相
剋
は
か
な
り
は
げ
し

い
も

の
が
あ

っ
た
。

そ
れ
は
天
皇
の
政
治
が
壮
年

の
即
位
で
あ

っ
た
こ
と
と
頼
通
等
と
は
傍
系

で
あ

っ
た
こ
と
。
さ
ら
に
そ
の
上
積
極
的
に
荘
園
整
理
令
を
出
し
て
摂
関
家

の
経
済
的
基
礎
を
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く
ず
そ
う
と
す

る
政
治
方
針
を
貫
か
れ
た
こ
と

に
よ
る
の
で
あ
る
が
、
病
弱
で
あ

っ
た
こ
と
も

確
か
で
、
延
久
五
年

(
一
〇
七
三
)

の
三
井
寺

に

対
す
る

祭
文

の
中
に

も
、

「
遁
世
之

身
、
出
家
之
入

ハ
何
ゾ
厄
ガ
消
除
セ
ザ

ル
ラ

ン
、
何

ノ
病
力
平
癒

セ
ザ
ラ
ン

(中
略
)
今
此
ノ
病
事

二
臨

ン
デ
又
彼

ノ
教
法

ヲ
仰
%
」
と
・
後

「二
条
天
皇

が
病
を
意
識
し

て
の
即
位

で
あ
り
、
そ
の
間
に
急
ぎ
摂
関
家

の
政
治
主
導
権
の
排
除
と
、
遁
世

へ
の
道

(
そ
れ
は
崩
御
を
意
識
さ
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
)
を
門
く
た

め
に
も
御
願
寺

を
早
急
に
完
成
し
た
い
と
い
う
意
識
に
か
ら
れ
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
し

て
そ
の
円
宗
寺

の
規
模

に
つ
い
て
は
、
円
融
寺
や
円
教
寺
等

で
金
堂

に
当
る
も
の
は
御
願
堂

で
あ

っ
た
け
れ
ど
も
、
円
宗
寺

の
よ
う
な
金
堂
や
講
堂
を
具
備
す
る

も

の
で
な
か

っ
た
。

そ
し
て
円
宗
寺
は
他

の
三
円
寺

に
比
較
し

て
規
模
が
大
き
か

っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
前

に
、
円
宗
寺
よ
り
四
十
八
年

以
前
に
建
立
さ

れ
た
法
成
寺

の
場
合
に
つ
い
て
見
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
法
成
寺
が
単
に
後

三
条
天
皇

の
円
宗
寺

や
白
河
法
皇

の
法
勝
寺

の
建
立
に
際
し
て

伽
藍
配
置
や
規
模

の
上
に
、
さ
ら
に
天
台
宗

の
関
係

に
つ
い
て
も
新
し
い
進
出
の
場
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

(6)(5)(4}(3}(Z)(1)

註
四
円
寺
考

(井
上
光
貞
先
生
退
官
記
念
論
文
集
)
小
論

御
願
寺

に
お
け
る
真
言
宗
の
進
出
に
つ
い
て

(仁
和
寺
の
成
立
)

日
本
紀
略

二
十
、
仁
和
四
年
八
月
十
七
日
条

扶
桑
略
記
二
十
九
、
延
久
元
年
十
二
月

二
十
六
日
条

今
鏡
、
第

四
、
ふ
じ
な
み
の
上

(梅
の
に
ほ
ひ
)

扶
桑
略
記
第
三
十
、
延
久
五
年
四
月
廿
ヒ
日
条
○
略
中

二
、
法
成
寺

の
成
立

「
続
律
令
国
家
と
貴
族
社
会
」
所
収
、
小
論
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い
ま
法
成
寺

を
考
え
る
以
前
に
、
藤
原
忠
平

の
建
立
し
た
法
性
寺

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
な
け
れ
ば
、
法
成
寺
の
性
格
は
判
明
し
な
い
。
法
性
寺
に

つ
い
て
は
道
長
時

代

の
延
長
三
年

(
九
二
五
)

に

【
左
大
臣
供
二
養
法
性
寺
内
新
御
堂

一」
と
見
え
て
い
て
、
道
長
は
忠
平

の
法
性
寺
内
に
新
堂
を
造

っ
て
そ
の
他
堂
塔

の
修
覆
等
も
お
こ
な

っ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
法
性
寺

の
建
立
の
き

っ
か
け
と
な

っ
た
の
は
藤
原
忠
平
が
左
大
臣
に
昇
進
し
、
摂
関
政
治
の
復
活
の
き
ざ
し
が
見
え
た
こ
と
と
、
興
福
寺
で
な
く
京
都
に

藤
原
氏
の
氏
寺
と
天
台
宗
の
進
出
に
つ
い
て

喬



藤
原
氏
の
氏
寺
と
天
台
宗
の
進
出
に
つ
い
て

氏
寺
を
建
て
、
祈
願
寺
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
こ
は
忠
平
の
賀

の
祝
を
す
る
場
所
と
す
る
意
味
を
も
含
め
ね
。
ま
た
承
平
四
年

(
九
三
四
)
十
月
十
日
に
法
性
寺
は
定
額

寺
と
な
る
こ
と
を
認
め
ら
れ

て
朱
雀
天
皇
の
御
願
寺
に
昇
格
し
た
。
こ
の
時
期

に
は
灌
頂
が
こ
の
寺

で
行
わ
れ
、
御
修
法
も
な
さ
れ

て
い
る
故
、
密
教
寺
院
と
し
て
の
性

格
が
強
か

っ
た
。
天
慶
八
年

(九
四
五
)

に
、
藤
原
穏
子
が
寺
内

に
多
宝
塔
を
建

て
て

一
切
経
を
供
養
レ
て
い
る
が
、

こ
の
朱
雀

・
村
上
天
皇
の
母
の
穏
子
が
天
暦
八
年

(九
五
四
)

一
月
に
崩
ず
る
と
同
時
に
そ
の
追
善

の
た
め
に
ま
た
塔
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
こ
れ
よ
り
先

の
天
暦

三
年

(九
四
九
)

八
月
十
四
日
に
藤
原
忠
平
の
死
去
と
土
ハ
に
こ
の
寺
は
藤
原

一
族
の
重
要
な
菩
提
寺
と
も
な

っ
た
。
そ
れ

に

と

も

な

っ

て
、
こ
の
法
性
寺
を
め
ぐ

っ
て
支
配
権
を
掌
握
す
る
座
主
職
に

つ
い
て
争
論
が
発
生
し
た
が
、
そ
れ
は
天
元
四
年

(
九
八

一
)

に
智
証
門
徒

の
余
慶
が
法
性
寺
座
主
に
補

任
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
れ
は
叡
山

の
円
仁

.
円
珍
両
門
徒

の
争
い
を

こ
こ

へ
持
ち

こ
ん
だ
形
で
発
生
し
た
。

こ
の
両
者

の
争
い
は
も
と
も
と
最
澄
と
義
眞

の
両
者
の
性
格
の
相
異
に
お
い
て

要
因
が
あ
る
の
で
あ

っ
て
、
天
台

の
初
代
座
主
の
義
眞
は
最
澄
入
唐
の
と
き
通
訳
と
な

っ
て
い
て
最
澄

の
純
粋

の
弟
子

で
な
か

っ
た
。
義
眞
は
円
修
を
後
継
者
と
し
て
寂

し
た
が
、
最
澄
を
直
系
と
す
る
弟
子
は
承
知
し
な
い
の
で
光
定
ら
が
仲
介
し
て
円
澄
を

二
代
座
主
と
し
、

つ
い
で
円
仁

・
安
恵
が
座
主
職
を
相
承
し
た
が
、
五
代
目

の
座

主

に
義
眞

の
弟
子
の
円
珍
が
な
り
台
密
の
完
成
に
努
力
し
、
そ
れ
以
後
円
珍
系

(
智
証
門
徒
)
が
天
台
座
主
を
独
占
す
る
形
と
な

っ
た
。

こ
れ
に
対
し

て
円
仁
系

(慈
覚
門
徒
)

の
良
源
が
出
て
山
門
よ
り
寺
門
系
の
追
放
を
促
進
し
よ
う
と
し
た
た
あ
両
派

の
対
立
は
は
げ
し
く
な
る

一
方

で
あ

っ
た
。
円
珍

の

も
生
前
そ
の
内
紛
を
と
ど
め
よ
う
と
し
た
が
そ
の
対
立
意
識
は
底
流
と
な

っ
て
残

っ
た
。

そ
し
て
こ
の
良
源
の
智
証
門
徒

へ
の
圧
迫
は
、
藤
原
氏
の
京
都

の
氏
寺
的
性
格
を
強
め

つ
つ
あ

っ
た
法
性
寺

の
主
導
権
を
め
ぐ

っ
て
よ
り
き
び
し
い
も

の
と
な

っ
た
。

そ
れ
は
法
性
寺

の
座
主
に
智
証
門
徒
で
園
城
寺

の
長
吏

に
任
ぜ
ら
れ
た
余
慶
が
補
任
さ
れ
た
こ
と
か
ら
両
門
の
争
は
口
火
が
切
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

圓
仁

忠
平

十

二
月
。
椎
大
僧
都
飴
慶
任
二
法
性
寺
座
主

。
干
レ
時
慈
覧
大
師
門
徒
云
。
法
性
寺
座
主
者
。
建
立
太
政
大
臣
貞
信
公
以
二
慈
畳
大
師
門
人
「而
補
二
任
之
一。
侃
長
者
四
代
之

綱
平

間
。
奏
二
任
座
主
九
人
一。
他
門
不
レ
交
。
而
第
五
長
者
。
當
時
太
政
大
臣
誤
違
二
蕉
躍

一。
以
二
智
謹
大
師
門
徒
蝕
慶
一奏
二
任
第
十
座
主
一。
衡
慈
覧
大
師
門
徒
檜
綱
阿
閣
梨
等

廿

二
人
。
諸
院
諸
寺
從
檜
百
六
十
飴
人
引
率
。
参
二
向
關
白
太
政
大
臣
里
第

一。
檜
徒
失
レ
礼
。
有
二
濫
吹
事

一。
因
レ
弦
供
奉
之
檜
綱
等
召
二
仰
綱
所
一。
被
レ
停
二
公
請

「。
其
後

不
二
幾
纒
γ
日
。
灌
大
僧
都
飴
慶
僻
二法
性
寺
座
主
一。

こ
の
問
題
は
慈
覚
門
徒
が
長
く
増
命
よ
り
尊
意
ま
で
天
台
座
主
に
補
任
さ
れ
ず
、
義
海
よ
り
慈
覚
門
徒
に
天
台
座
主
職

に
帰

っ
た
余
勢
を
借
り
て
、
良
源
以
後
も
智
証
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門
徒
を
天

台
座
主
職

よ
り
締
あ
出

そ
う
と
す

る

一
連

の
動

き

に
通
じ

て
い
た
。

そ

れ
は
余

慶

の
個

人

攻
撃
と

い
う
問
題
で
は

な
か

っ
た
。

こ
と

に
永
祢
元
年

(九

八
九
)

天
台

座
主

に
任
命

さ
れ

た
と
き
、

余
慶

の
補
任

状
を
持

っ
た
勅

使

の
源
能

遠

は
叡

山

の
登

口
で
数

百

人

の
山
僧

に
よ
り
京

に
追

い
帰

え
さ
れ
、

そ

の
た

め
余

慶

の
就
任

は

有
名
無

実
と

な

っ
た

の
も

そ
の

一
つ
の
あ
ら
わ
れ

で
あ

っ
た
。

こ
れ
に

つ
い
て
慈

覚
門
徒

の
理
由

は
法

性
寺
は
忠

平
が

創
建
し

て
よ
り
比
叡
山

の
西
塔
院

主
弁

日
大
法

師
が

座
主
と
な

っ
て
以
来

九
代
は
、
す

べ
て
慈

覚
門
徒

で
占

め

て

い
て
、

い
ま
智

証
門
徒

よ
り

の
任
命

は
心
外

で
あ

る
と

い
う

の
で
あ

る
。

朝

廷
で
は

こ
の
論

を
く

つ
が

え
し

て
、

忠
平

の
草
創

の
と
き

に
は
決
し

て
慈
覚

門
徒

の
み
に
別

当

を
附
し
た

の
で
は
な
く
、
智
行
兼

ね
具

っ
た
住
職

に
足

る
人
を
以

て

選
ん
だ

の
で
あ

っ
て
、
余
慶
も

ま
た

そ
れ

に
該
当
す

る
人

物

で
あ
る
と

い

っ
て
返
答
し

て

い
る
。

「
救
答

日
。
初
貞
信

公
創
レ
寺

。
不
三
必
附

二
慈
覧

一
円

一。
唯
是
撰

二
智
行

盆

具

者

一任
レ
職

。
然
慈
覧

之
門
多
レ
人

。幸

相
績
領
レ
之
。
今
鯨

慶
亦
有

二
智
行
慰
」
。
因
而
補
レ
之

。何

必
守

二

門

「乎

。
徒
衆

一
百
鯨

人
。
又
向

二檀

越
廉
義
公
家

一。
濫
吹
甚
。

帝
聞
レ

之
激
怒
。
詔

停

一止
慈
覧

一
門
僧
綱

阿
闇
梨

二
十

五
人
。
諸
寺

諸
院
供
僧

一
百
六
十
鹸

人
之

封
職

一。
從

レ
是
山
上
痢
徒
。
拒
雪

日
喧
。
於

レ
是
智
讃
門

入
避
レ
山

。
各

住
二
P
別

㈲
㈲

院

一。」
そ
こ
で
両
門
の
謙
は
は
げ
し
く
、
余
慶
は
門
人
を
率
い
て
観
音
院
に
、
勝
算
も
修
学
院

へ
、
観
修
と
門
人
は
解
脱
寺

に
、
穆
算
は

一
乗
寺

へ
と

の
が
れ
、

一
方
慈
覚
門

徒
は
追
討
ち
を
か
け
る
ご
と
く
山

の
中
の
智
証
大
師
の
関
係
の
千
手
院
経
蔵
や
観
音
院
、
及
び

一
乗
寺
を
良
源
の
命

に
よ
っ
て
焼
こ
う
と
す
る
動
き
さ
え
見
え
た
。

そ
の
争

い
は
正
暦
四
年

(九
九
三
)
に
余
慶
の
弟
子
の
成
算
が
慈
覚
大
師
の
遺
跡
の
赤
山
禅
院
を
お
そ
わ
ん
と
し
て
、
こ
れ
を
防
ぐ
こ
と
を
理
由
と
し
て
八
月
八
日
慈

覚
門
徒
は
智
証
門
流

の
坊
舎
を
襲

い
四
十
舎
宇
を
破
壊
し
て
門
徒

一
千
人
を
追
い
出
し
、
彼
等
は
山
を
下
り
て
再
び
山
に
昇
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

法
性
寺

の
伽
藍
は
道
長
の
時
代

に
五
大
堂
が
建
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
寛
弘
三
年

(
一
〇
〇
六
)
十
月
十
日
の
法
性
寺
五
大
堂
の
供
養
に
は
御
堂
関
白
記
に

十
月
十
日
、
己
卯
、
行
法
性
寺
、
見
造
佛
、
覧
圓
寺
座
主
院
源
等
阿
闇
梨
宜
旨
下
、

廿
四
日
、
癸
巳
、
到
法
性
寺
、
見
造
作
佛
、

(
カ
)

(
道

綱
)

廿
五
日
、
甲
午
、寅
時
行
法
性
寺
、
卯
時
奉
佛
開
眼
、
楓
訥
信
布
百
端
、
曾
都
綾
掛

一
重
、
佛
師
等
賜
條
物
井
預
馬
等
、
春
宮
大
夫
堂
供
養
、
上
達
部
五
六
人
許
來
、
退
出
、
参

(藤
原
)

内
、
大
夫
請

檜
等
賜
度
者

、
使
頼
親

朝
臣
、
從
寺

上
達

部
参
、
噸
中

大
夫
修

楓
涌

二
百
端

、
自
堂
定

五
檜

定
、
前
大
僧

正
観
修

、
寺
座

主
院
源
、
律
師
慶
命

、
兼
捻
、
實

誓
、

(彰
手
)

廿
六

日
、
乙
未
、
從
中
宮
賜

殿
上
食
物
、

藤
原
氏
の
氏
寺
と
天
台
宗
の
進
出
に
つ
い
て
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十

一
月
四
日
、
癸
卯
、
堂
五
檜
來
云
慶
、
大
僧
正
綾
樹

一
重
、
院
源
、
慶
命
白
掛

一
重
、
象
捻
、
實
誓

と
見
え
て
、
五
大
堂
の
開
眼
は
智
証
門
徒

の
観
修
、
道
長
の
護
持
僧
の
院
源
、
慶
命
、
兼
捻
、
実
誓
等
、
開
眼

の
五
僧
は
智
証
門
徒
が
多
く
、
そ
れ
は
道
長
が
観
修
、

心
誉
を
重
視
し
、
観
修
は
道
長
の
浄
妙
寺

の
検
校
に
、
心
誉
は
観
修

の
弟
子
で
法
成
寺
の
寺
務
に
な

っ
て
い
る
。

こ
こ
に
慈
覚
門
徒
が
余
慶

の
法
性
寺
就
任
を
反
対
し
追
放
さ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
成
寺

の
成
立
を
め
ぐ
り
寺
門
系
が
摂
関
家

へ
接
近
し
、
道
長
と

心
誉

の
関
係

や
頼
通
と
余
慶
の
弟
子
の
明
尊
と
の
関
係
、
さ
ら
に
は
第
六
子
を
出
家
さ
せ
覚
圓
と
法
名
を
定
め
明
尊
に
師
事
し
、
法
成
寺

の
運
営
を
ま
か
せ
、
ま
た
園
城
寺
の
長
吏
と

な

っ
た
ほ
ど
寺
門
に
接
近
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
摂
関
家

の
寺
門

へ
の
傾
倒
は
た
だ
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
、
法
成
寺

の
成
立
も

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
法
性
寺
座
主

は
弁
日
(山
)
、
余
慶

(寺
)
、
院
源
(山
)
、
慶
命

(山
)
、
尋
円
(山
)
、
賢
遅
(山
)
、
寛
慶

(山
)
、
最
雲

(山
)
、
行
玄
(山
)
、
勝
豪

(山
)
、
等
の
山
門
を
中

心
に
座
主
職
を
掌

握
し
て
、
法
性
寺
は
京
都
に
お
け
る
天
台
宗
、
特

に
慈
覚
門
徒
が
九
人
も
相
続

い
て
座
主
と
な
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
慈
覚
門
徒

の
京
都

で
の
根
拠
と
な

っ
た

の
で
あ
る
。

法
性
寺

の
伽
藍
に
つ
い
て
は
最
初
如
何
な
る
形
態
で
あ

っ
た
か
は
判
明
し
な
い
が
、
御
堂
、
多
宝
塔
、
御
塔
等
が
あ
り
、
後
に
五
大
堂
、
三
昧
堂
、
薬
師
堂
、
東
北
院
、

曼
茶
羅
堂
が
増
加
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
法
性
寺
が
法
成
寺

へ
の
足
が
か
り
と
し

て
道
長
は
自
分

の
往
生
の
た
あ
の
寺
と
し
て
、
藤
原
忠
平
に
お
と
ら
な
い
伽
藍
を
造
る
計
画
を
進
め
た
の
で
あ

る
。

註

1(8)(7)(6)(5)(4){3)(2)

日
本
紀
略

第

一

延
長
三
年
五
月
十
八
日
条

ン

延
長
七
年
二
月
廿
三
日
条

〃

第
二
、
承
平
四
年
十
月
十
日
条

ノ

天
慶
八
年
二
月
廿
七
日
条

村
山
修

一
「
比
叡
山
と
天
台
仏
教
の
研
究
」
二
〇
頁
参
照

扶
桑
略
記

第
廿
七
、
天
元
四
年
十
二
月
条

天
台
座
主
記
、
第
二
十
世
余
慶
の
条

寺
門
伝
記

補
録
十
八

(大
日
本
仏
教
全
書
)
両
門
不
和
事
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ω

辻
善
之
助

「
日
本
仏
教
史
上
世
編
」
八
二
八
頁
参
照

⑩

御
堂
関
白
記
、
密見
弘
三
年
十
二
月

二
十
山ハ
日
条

三
、
法
成

寺

の
建
立

法
性
寺

に
五
大
堂
を
建
て
、
五
大
明
王
に
息
災
を
求
め
た
道
長
は
忠
平

の
法
性
寺

に
替
わ
る
も

の
と
し
て
自
己
の
祈
願
寺

の
法
成
寺
を
建
立
し
よ
う
と
考
え
出
し
た
の

は
道
長
の
病
悩
が
次
第
に
高
ぶ
り

つ
づ
け
て
来
た
か
ら
で
も
あ

っ
た
。

こ
れ
は
さ
き

の
後
三
条
天
皇
の
円
宗
寺

の
場
合
と
も
共
通
す
る
成
立
事
情

で
あ
る
。

こ
と
に
寛
仁

二
年

(
一
〇

一
八
)
四
月
十
日
に
は

曲
終
日
有
橋
事
、
無
二
指
事

一、

心
神
不
覚
、
不
レ
知
二
爲
方

己

と
述
べ
て
い
る
が
、

こ
の
道
長
の
病
は
さ
き
に
寛
弘

二
年

(
一
〇
〇
五
)

十
二
月
四
日
に
風
病
を
起
こ
し

て
よ
り
始
ま
り
、

咳
病
は
げ
し

く
胸

の
病
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
後
し
ば
ら
く
小
康
状
態
を
保

っ
た
が
、
長
和
四
年

(
一
〇

一
五
)

ぶ
り
か
え
し
、
こ
の
寛
仁
年
間
に
な
る
と

「
又
胸
嚢
動
、
極

㈲

不
堪
」
し
た
が

っ
て
、
重
要
な
年
中
行
事

の
法
興
寺
御
八
講

に
も
参
ぜ
ず
、
法
性
寺
に
お
け
る
三
条
院
周
忌
法
会

に
も
布
施
を
送
り
と
ど
け
た
だ
け
で

「
依
有
橋
事
、
自

不
蓼
歎
念
不
少
」
と
い
う
状
況
に
到

っ
た
。
さ
ら
に
道
長
は
ま
た

「
心
伸
両
檎
、
不
覚
、
入
夜
参
法
性
寺
五
大
堂
」

つ
て
参
擁
し
た
。
こ
の
と
き
は
廿
九
日
ま
で
五
大
明

王
の
前

で
通
夜
参
籠
を
お
こ
な
い
、
心
誉
僧
都
を
呼
ん
で
怨
霊
調
伏
、
息
災
延
命

の
祈
願
を

こ
め
て
い
る
。
道
長
は
単
に
胸
病
だ
け
で
は
な
く
兄
の
道
兼
、

三
条
天
皇
の

怨
霊
の
し
わ
ざ
で
あ
る
と
も
考
え
た
。
そ
の
理
由
は
道
長
は
三
条
天
皇
が
長
和
四
年

(
一
〇

一
五
)
頃
よ
り
眼
病
を
わ
ず
ら
わ
れ
御
悩
高
ま
り
そ
れ
が
譲
位
に
つ
な
が
り
、

わ
が
子

の
上
東
門
院
彰
子
の
生
ん
だ
敦
成
親
王
を
即
位
さ
す
こ
と
に
よ
り
摂
政
の
地
歩
を
固
め
よ
う
と
し
て
、
そ
の
退
位
を
う
な
が
し
た
の
で
あ
る
。
大
鏡
に
も
、
世
継

を
し
て
い
わ
し
め
て
い
る
な
か
に

「
入
道
殿
下

(道
長
)
の
御
栄
花
も
、

何

に
よ
り
て

ひ
ら
け
た
ま
ふ
ぞ
と
思

へ
ば
、

先
づ
帝

・
后
の
御
有
様
を
巾

べ
き
な
り
。

植
木

㈲

は
根
を
ほ
し
て
つ
く
る
ひ
た
て
つ
れ
ば

こ
そ
、
枝
も
し
げ
り
て
木
の
実
も
む
す

べ
や
」
と
そ
の
後

一
条
天
皇
即
位
を
待

つ
道
長
の
気
持
を
根
を
培
う

こ
と
の
意
と
し

て
、

三
条
院

の
眼
病

の
昂
進
を
待

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
条
天
皇

の
眼
病
は
か
な
り
急
速
に
進
み

「
こ
の
御
目
の
た
め
に
は
、
よ
ろ
ず
に

つ
く
ろ
ひ
お
は
し
ま
し
け
れ

ど
、
そ
の
し

る
し
あ
る
こ
と
も
な
き
、
い
み
じ
き
事
な
り
」
と
い
う
の
で
、
長
和
四
年
に
は
阿
闇
梨
仁
海
、
天
台
座
主
慶
円
、

律
師
心
誉

の

加
持
を

加
え
て
も

治
癒
せ

ず
、
そ
れ
は
桓
算

(桓
算
は
醐
醍
天
皇
の
時

の
叡
山
の
僧

で
、
僧
位

の
こ
と
で
憤
死
し
、
代

々
の
帝

に
崇
る
と

い
う
)
供
奉

の
物
怪
と
も
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
天

皇
の
退
位
を
嬉
ん
だ

の
は
道
長
に
外
な
ら
な
か

っ
た
か
ら
、
天
皇
と
同
じ
運
命

に
あ
る
道
長
と
し
て
は
、
自
分
が
胸
を
病
み
、
眼
力
を
失

っ
て
く
る
こ
と
に
対
し
て
三
条

藤
原
氏
の
氏
寺
と
天
台
宗
の
進
出
に
つ
い
て
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天
皇
の
怨
霊
の
し
わ
ざ
で
あ
る
と
意
識
し
た
の
で
あ
る
。

寛
仁

三
年

(
一
〇

一
九
)

二
月
六
日
の
御
堂
関
白
記
に
、

六
日
。
甲
午
。
心
神
如
常
。
而
目
尚
不
見
。

二
三
尺
相
去
。
人
顔
不
見
。
只
手
取
物
許
見
之
。
何
況
庭
前
事
哉
。
陰
陽
師
、
医
家
。
申
可
食
魚
肉
。
月
來
間
。

不
用

之
。
今
不
奉
見
佛
像
檜
。
経
巻
近
當
目
奉
讃
。
若
從
此
暗
成
。
爲
之
如
何
。
傍
五
十
日
。
假
申
三
寳
。
從
今

日
食
之
、
思
歎
千
萬
念
。
是
只
爲
佛
法
也
。
非
爲
身
。

以
慶
命
曾
都
。
令
申
之
。
從
今
日
。
肉
食
間
。
可
書
法
華
経

一
巻
。

と
見
え
て
、

二
三
尺
は
な
れ
た
人
の
顔
も
見
え
ず
、
眼
を
近
づ
け
な
け
れ
ば
経
巻
も
見
え
な
い
ほ
ど
で
、

こ
こ
に
い
た

っ
て
、
仏
を
た

の
み
京
極
殿
の
東

に
御
堂
を
建
て

ω

る
こ
と
を
発
願
し
、
院
源
を
戒
師
と
し

て
出
家
し
た
。

こ
の
法
成
寺
造
立
に
際
し

て
無
量
寺
院

の
建
立

の
計
画
が
道
長
の
出
家
と
同
時

に
進
め
ら
れ
た
。

こ
の
間
の
事
情
を
栄
花
物
語
は
詳
細
に
述

べ
て
い
る
。

な
や
み

な
や

御

歳

五

十

四

な
が

そ
う
た
ち

と
の

「
こ

の
御
悩

は
、
寛
仁

三
年

三
月
十
七

日
よ

り
悩
ま

せ
給

て
、

同
廿

一
日

に
出
家

せ
さ
せ
給

へ
れ
ば

、

日
長

に
お
ぼ
さ

る

ン
ま

＼
に
、

さ
る

べ
き
儒

達

・
殿

ば
ら

な
ど

も
の
が
た
り

ち

い
ま

ひ
ん
が
し

み

だ
う

た

す

つ
く

＼
(御

)
物
語

せ
さ

せ
給

て
、
御

心
地

こ
よ
な

お
お

は
し

ま
す
。

今

は
た

ゴ

「
い

つ
し
か

こ

の

東

に

御
堂
建

て

＼
、

さ

＼
し
う
住

む
わ
ざ

せ
ん
。
と

な

ん
造

る

べ
き
、

た

た
く
み

ひ

ご
ろ

ち

す
こ

と
の

み

だ
う

か
う

な

ん
建

つ
べ
き
」

と

い
ふ
御

心
企

い
み

じ
。
か
く

て
日
頃

に
な

る
ま

、
に
、
御

心
地

さ
は

や
ぎ

、
少

し
心

の
ど
か

に
な
ら

せ
給

ふ
て
、

(中
略
)

殿

は
、

御
堂

い

つ

よ

こ
と

い
ま

み

ど
う

こ
と

ど

の

・
・

お
き

㈲

し
か
と
の
み
お
ぼ
し
め
す
。
こ
の
世
の
事
は
、
今
は
た
ゴ
か
の
御
堂

の
事
を

の
み
お
ぼ
し
め
さ
る
れ
ば
、
囁
政
殿
も

い
み
じ
う
御
心
に
入
れ
て
、
掟

て
申
さ
せ
給
ふ
。

か
く
し
て
法
成
寺

の
造
立
は
始
ま
り
、
そ
の
計
画
は
、
道
長

の
所
領
の
み
な
ら
ず
、
摂
政
頼
通
の
受
領
に
ま
で
も
そ

の
費
用

の
拮
出
を
求
め
た
。

入
道
殿
忽
灘

、
被
奉
造
丈
六
金
色
阿
彌
陀
佛
毒

四
天
王
、
彼
殿
東
地

縮

東
造
±

問
堂
可
被
安
犀

以
受
領

天

充

藺

可
被
造
云
々
、
從
昨
始
木
焦

囁

政
不
甘
心
云

々
、

㈲

そ
し
て
こ
の
道
長
の
無
量
寿
院

の
計
画
は
着

々
と
進
め
ら
れ
た
。

一

た
び

い

ニ
と
こ
と

わ
れ

か
な

の
た
ま

こ
と
こ
と

み

ど
う

め
ぐ

お
ほ
が
き

か
わ
ら
ふ

「
こ
の
度
生
き

た
る
は
異

事
な
ら
ず

、
我
願

の
叶

ふ

べ
き

な
り
」

と
宣

は
せ

て
、
異
事

な
く

た

ゴ
御

堂

に
お
は
し
ま

す
。
方

四
丁
を

　
り

て
大
垣
し

て
、
瓦
葺

き
た

り
。

さ
ま

お
き

い
そ

た
ま

よ

あ

く

く
ち

を

や
ま

た
エ

い
け

ほ

様

ぐ

に
お
ぼ
し

掟

て
急

が
せ
給

へ
ば

、
夜

の
明
く

る
も

心
も
と

な
く
、

日

の
暮

る

る
も

口
惜

し
く

お

ぼ
さ
れ

て
、

よ
も
す
が

ら
は
、

山
憲

む

べ
き

や
う
、

池
を

掘

う
え

き

う

な

み

だ
う

さ
ま

か
た

つ
く

つ
づ

さ
ま

か
ず

し

る
べ
き
さ
ま
、
植
木
を
植
ゑ
虹
め
さ
せ
、
さ
る
べ
き
御
堂
く

様
ぐ

方
ぐ

造
り
浮

、
佛
は
な
べ
て
の
様

に
や
は
お
は
し
ま
す
、
丈
六
金
色
の
佛
姦

も
知
ら
ず

一60一



つ
く

な

き
た
み
な
み

め

だ
う

み
ち

と
り
の

つ
く

ら
う

わ
た
ど
の
か
ず
お
ほ

つ
く

と
り

な

ひ
さ

よ
ひ

お
こ
な
ひ

お
こ
た

造

り

ぬ
め
、

そ
な
た
を
ば

北
南

と
馬

道
を
あ

け
、

道

を
調

へ
造

ら
せ
給

ひ

て
、
廊

・
渡

殿
敷

多

く
造

ら
せ
給

ふ

に
、
鶏

の
鳴

く
も
久

し
く
、
宥
あ
か

月

の
御

行

も
怠

ら

や
す

い

お
ん
と
の
こ
も

み

だ
う

こ
と

ふ
か

し

(
日

々

)

お
ほ

ま
い

た

こ

と
の

は
じ

ず

、
安

き

肢
も

御
殿
籠

ら
ず
、

た

ゴ
こ

の
御

堂

の
事

の
み
深

く
御

心
に
知

ら
せ
給

へ
り
。
」

ひ

ゴ
に

多
く

の
人

く

参

り
ま
か

で
立
ち

込
む
。

さ

る

べ
き
殿
ば

ら
を

始

た

て
ま

つ

た

て
ま

っ

か
ず
ま

ほ

こ
と

お
も

め

奉

り

て
、
宮

ノ
～

の
御
封

・
御
庄

ど
も

よ
り
、

一
日
に

五
六
百

人
、
千

人

の
夫

ど
も
を

奉

る
に

も
、

人

の
数
多

か
る
事

を
ば
か

し

こ
き
事

に
思

ひ
お
ぼ

し
た
り
。

か
み

お
そ

い
ま

み

だ
う

ひ

は
だ

か
わ
ら
お
ほ

ま
い

わ
ざ

わ
れ

き
を

つ
か

お
ほ
か
た
ち
か

國

＼
の
守

ど
も
、

地
子

・
官
物

は
遅

な
は
れ

ど
も
、

た

ゴ
今

は

こ
の
御

堂

の
夫

役
、
材

木

・
檜

皮

・
瓦
多

く
参

ら
す

る
業
を
、

我
も

く

と
競

ひ
仕
ま

つ
る
。

大
方

近

と
お

ま
い

こ

駝

か
た

あ
た

つ
か

き
も
遠
き
も
参
り
込
み

て
、
品
ぐ

方
ぐ

邊
り
く

に
仕
う
ま

つ
る
。
あ

と
こ
ろ

み

ほ
と
け
つ
か

か
う
し
や
う
お
ほ

ひ
き

羨
東
大
門

東
北
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藤
原
氏
の
氏
寺
と
天
台
宗
の
進
出
に
つ
い
て

(福山敏男、法成寺伽藍の推定)

る
所
を
見
れ
ば
、
御
佛
仕
う
ま

つ
る
と
て
、
巧
匠
多
く
佛
師
百
人
ば
か
り
申

つか

㈹

ゐ

て
仕

う

ま

つ
る
。

こ

の
法
成

寺
は

や

は
り
道

長

の
病
気

を
要

因
と
し

て
建

て
ら

れ
受

領
、

封

戸

の
結
集

で
あ

っ
た
。

q㊥

こ
の
伽
藍

の
構
想
等
に

つ
い
て
は
、
さ
き
に
福
山
敏
男
氏
ま
た
は
杉
山
信

三

吻

氏
の

「
藤
原
氏
の
氏
寺
と
そ
の
院
家
」
と
題
さ
れ
て
詳
細
な
発
表
が
な
さ
れ
て

い
る
の
で
、
そ
れ
に
譲
る
が
、
造
立
の
順
序
は
次
の
如
く
道
長
の

一
代

の
間
に

完
成
し
た
も

の
で
あ
る
。

こ
の
法
成
寺
造
立
の
願
意
は
無
量
寿
院

に
お

い
て
は
道
長
の
来
世
得
脱
を
求

あ
て
建

て
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
道
長

の
願
文

に
お
い
て
は

「
弟
子
、
九
重
儲

聞
、
倶
恭
二
外
租
之
重
寄

一、
三
宮
橘
緑
、
同
致
二
嚴
親
之
禮
儀

一荷
二
天
之
寵
一、

㈹

惟
如
二弟
子
哉
」
こ
こ
に
道
長
は
後

一
条
天
皇
の
即
位
を
見

て
目
的
を
果
た
し
、

摂
関
も
頼
通
に
譲

っ
て
そ
の
後
見
と
し
て
生
き

て
ゆ
こ
う
と
す
る
心
情
が
表
わ

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
荘
厳
な
堂
宇
を
造
る
こ
と
に
よ
り
弥
陀
浄
土

へ
の
本

願
が
達
せ
ら
れ
る
と

い
う
自
負
は
、
彼
の
外
戚
と
し
て
の
地
位
が
よ
り
固
ま

っ

一61一
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て
来
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
と
に
病
苦
よ
り

の
が
れ
る
た
め
に
道
長
は
後

に
薬
師

へ
の
帰
依
の
動
き
が
見
ら
れ
る
も
、

こ
の
無
量
寿
院
に

つ
い
て
は
万
寿

三
年

二

〇
二
六
)
三
月
二
十
日
に
、
前
年

八
月
五
日
に
嬉

子
と
東
宮
の
敦
良
親
王

(後
朱
雀
)

の
間
に
親
仁
親
王
を
生
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
尚
侍
嬉
子
は
塊
去
し
た
こ

法 成 寺 伽 藍

年 号 堂 院 名 諸 尊 険 賭
i

2

3

4

5

寛仁

寛仁

治安

治安

4.3.22

5.12.2

無量寿院

(十一間)

〔道長〕

西北院

(三間四面)

(桧皮)〔 倫子〕

2.7.14金 堂

(瓦 葺)

2.7.14

〔道長〕

五大堂

// 〃 法華三昧堂

(桧皮)

阿弥陀如来(丈 六、九体金色)

観音、勢至菩薩

四天王

阿弥陀仏(五 仏)(三 尺)

観音、勢至

大日如来(金 色、三丈二尺)

釈迦如来(金 色、二丈)

薬師如来(〃)

文殊菩薩(〃)

弥勒菩薩(〃1)

梵天帝釈二天(九 尺)

(採色)

四天王

不動明王(二 丈)(採 色)

四大明王(採 色)

(一丈六尺)

済信、院源

深覚

ρ
)

7

済信、院源

慶命〔講師〕

院源〔講師〕

済信、深覚

林懐

院源

I

//1僧 房

_1
(六十余間)?

万寿 1.6.26 薬師堂

(十五間、瓦葺)

薬師如来(七 体、金色)

(一丈六尺)

観音菩薩(六 体、金色)

(一丈六尺)

十二神将(各 一体)

日光、月光菩薩(金 色)

(一丈)

院源

8万 寿4.5.4十 斉 堂

9 万寿 4.8.22 釈迦堂

(十三間、檜皮)

釈迦如来(丈 六、金色)

梵天帝釈(六 尺)

四天王(六 尺)

十大弟子、八部衆 各一体

等身釈迦百体

心誉

経蔵、鐘楼、西門、南門、

西中門、宝蔵、南楼、道長の住房

等

(扶桑略記 ・諸寺塔供養記)
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と
に
つ
い
て
道
長
は
す

で
に
外
戚
政
治
の
破
滅
を
も
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

そ
の
結
果
、
そ
の
菩
提
の
た
め
無
量
寿
院
を
阿
弥
陀
堂
と
改
め
た

の
で
あ
る
。

ま
た
道
長
は
そ
の
死
去

に
の
ぞ
ん
で
も
阿
弥
陀
堂
内
に
居
住
し
て
死
を
待

っ
た
。

そ
の
様

子
は

だ
う

つ
ね

ご
ろ

た
う
と

こ
の
御

堂

は

三
時

の
念
佛
常

の
事

な
り
。

こ
の
頃

は
、

さ

る

べ
き
曾
綱

・
凡

僧
ど
も
か

は
り

て
や
が

て
不

断

の
御

念
佛

な
り
。

さ
れ
ば

い
み
じ

う
韓

き
も
、

や
が

て
き

あ

に
う
だ
う

お

り

お
り

う
え

き

こ

ま

い

ま
く
ら

が
み

＼
敢

え
る

な
り
け

り
。

三
位

中
將

入
道
、

「
た

ゴ
の
折

こ
そ
あ

ら
め

、
か

＼
る
折

に

は

い
か

で

か

と
、

殿

＼
上
せ
ち

に
聞
え

さ
せ
給

へ
ば

、
参

り
給

て
、

御
枕

上

に

た

す
ト

た
て
ま
つ

つ
ね

ま
い

き

た
て
ま
つ

な

た
だ

て
念
彿
絶
え
ず
勧
あ
奉
ら
せ
給
。
山
の
座
主
常

に
参
り
給
て
、

い
み
じ
き
事
ど
も
を
申
聞
か
せ
奉
り
給
て
、
と
も
す
れ
ば
う
ち
ひ
そ
み
泣
き
給
。

た

ゴ
今
は
す

べ
て

み

た

に
し
お
も
て

た
て
ま
つ

こ
の
世

に
心
と
ま

る

べ
く

見

え
さ
せ
給

は
ず
。

こ
の

立

て
た

る
御
屏

風

の
西
面
を

あ
け

さ
せ
給

て
、

九
艘

の
阿

彌
陀
佛
を

ま
も

ら

へ
さ
せ
奉

ら
せ
給

へ
り
。

い
み
じ
き

し

お
り

み

あ
ひ

お
こ

あ
り
さ
お

は
な

の
ち

よ

し
る

み

智
者
も
死
ぬ
る
折
は
、
三

つ
の
愛
を
こ
そ
起
す
な
れ
。
ま
し
て
慰

御
篠

は
、
さ
ま
ぐ

め
で
た
き
禦

ど
も
を
お
ぼ
し
放
ち
た
る
さ
ま
、
後
の
世
は
た
著
く
見
え

い
ま

み
た
て
ま
つ

ほ
ど

か
へ

さ
せ
給

。

女
院

・
中

宮

を
だ

に
、

今

は
あ
ひ

見
奉

ら

せ
給
事

な
し
。

お
ぼ

ろ
げ

に
申

さ
せ
給

て
ぞ
、

「
さ
ば

」

と

て
、

た

ゴ
は

つ
か

な
る
程

に
て
、

「
は

や
蹄

ら
せ
給

つ
ゴ

ほ
か

い
う

み

こ
え

ね
ノ
＼

」

と
の
み

申
さ
せ
給
。

す

べ
て
、

臨
終
念
佛
お
ぼ
し
績
け
さ
せ
給
。
佛
の
相
好
に
あ
ら
ず
よ
り
外
の
色
を
見
む
と
お
ぼ
し
め
さ
ず
、
佛
法
の
聲

に
あ
ら
ず
よ

ほ
か

よ

こ
え

き

ほ
か

め

み
た
て
ま
つ

み
エ

た
う
と

り
外

の
飴

の
聲
を
聞
か
ん
と
お
ぼ
し
め
さ
ず
、
後
生

の
事
よ
り
外
の
事
を
お
ぼ
し
め
さ
ず
。
御
目
に
は
彌
陀
如
來

の
相
好
を
見

奉
ら
せ

給
、

御

耳

に
は
か
う
尊
き
念

て

て

い
と

ま
く
ら

む
き

ふ

働

佛
を
き
こ
し
あ
し
、
御
心
に
は
極
樂
を
お
ぼ
し
め
し
や
り
て
、
御
手
に
は
彌
陀
如
來

の
御
手

の
綜
を
ひ
か

へ
さ
せ
給

て
、
北
枕
に
西
向
に
臥

さ
せ
給

へ
り
。

と
見
え
て
い
る
こ
と
は
阿
弥
陀
堂
は
極
楽
往
生

へ
の
道
場
と
し
て
道
長
は
病
没
後
の
弥
陀

の
引
摂
を
強
く
求
め
た
結
果
最
も
早
く
完
成
し
た
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

ま
た
金
堂
に

つ
い
て
は
、
道
長
と
天
皇
家
と

の
ミ
ウ
チ
関
係
に
よ
り
即
位
し
た
天
皇
及
び
先
皇
の
菩
提

の
た
め
と
し
て

「
方
今
帝
王
儲
皇
之
租

錐
レ
貴
、

若
不
レ
勤
二其

奈
二
菩
提

[何
。

三
后

二
府
之
父
錐
レ
嚴
、
若
不
レ
倣
其
奈
二
罪
業
一何
、
建
二
立
道
場

一、
号
二
法
成
寺

一」
と
こ
の
よ
う
に
鎮
護
国
家
を
祈
る
と
共

に
、

一
門
と
天
皇
家
と
の
ミ

ウ
チ
関
係
の
推
進
を
願

い
法
成
寺
と
改
め
て
、
さ
き
の
無
量
寿
院
を
吸
収
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

ま
た
五
大
明
王
を
五
大
堂

に
安
置
し
て

「
爲
レ
降
二
家
門
成
レ
怨
之
怨
霊
」

を
調
伏
し
て
、

道
長
の
臨
終
に
際
し
て
怨
霊
に
よ
る
危
害
よ
り
の
が
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

薬
師
堂
も
七
仏
薬
師
如
来
に
よ

っ
て
技
苦
与
楽
を
求
め
る
た
め
の
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
法
成
寺
は
ま

っ
た
く
道
長
と
院
源

の
力
に
よ

っ
て
建
立
さ
れ
た
と
い

っ
て
い
い
。

こ
と
に
院
源
は
良
源
に
師
事
し
、
覚
慶

に
つ
い
て
天
台
教
学
を
学
び
、
説
法

に

長
じ
、
唱
導
に
す
ぐ
れ

て
い
た
。

こ
と

に
道
長
が
嬉
子
を
失

っ
た
と
き
に
無
常
を
説
い
て
、
道
長
に

一
殿

＼
御
や
う
に
お
ぼ
し
あ
し
掟

つ
る
こ
と
に
、
こ
と
た
が
は
せ
給
は
ず
、
あ
ひ
か
な
は
せ
給
人
は

藤
原
氏
の
氏
寺
と
天
台
宗
の
進
出
に
つ
い
て
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吻

お
は
し
ま
し
な
ん
や
L
と
道
長
の
貫
ぬ
い
て
ゆ
く
人
間
的
な
強
さ
を
示
し
な
が
ら
、
嬉
子
の
死
は
道
長
に

「
悲
し
み
も
苦
し
み
も
共
に
知
ら
せ

つ
る
。
よ
ろ
ず
に
か
た
が

た

(善
悪
)
に
お
ぼ
し
得

て
、
眞
心
に
念
佛
せ
さ
せ
給
は
ば
、
我
御
た
め
の
善
知
識
と
も
な
り
、
亡
者

(嬉
子
)
の
御
た
め
菩
提

の
た
よ
り
と
も
な
ら
め
、
年
項
権
者
と

⑬

こ
そ
見
奉
り
侍
れ
ど
、
あ
さ
ま
し
う
、
は
か
な
う
お
は
し
け
り
」
と
院
源
は
道
長
を
な
ぐ
さ
め
て
い
る
が
、
法
成
寺
に
於
け
る
院
源
は
天
台
座
主
と
い
う
よ
り
は
道
長
の

個
人
的
な
指
導
者
ま
た
は
護
持
僧
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
こ
と
が
ま
た
法
成
寺
の
座
主
職
を
め
ぐ
る
山
門
と
寺
門
と
の
京
都
進
出

へ
の
足
場
を
も
と
め
る
紛
争
と
な

っ
て
藤
原
氏
の
氏
寺
も
消
滅

へ
の
道
を
あ
ゆ
む

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

註

ω

御
堂
関
白
記
、
寛
仁
二
年
四
月
十
日
条

ω

同
右

〃

五
月
十
八
日
条

㈲

同
右

〃

五
月
九
日
条

ω

同
右

〃

閏
四
月
十
六
日
条

㈲

大
鏡
、
六
十
八
代
後

一
条
院
条

⑥

同
右

六
十
七
代
三
条
院
条

ω

小
右
記
、
寛
仁
三
年
三
月
二
十

一
日
条

栄
花
物
語
十
五
、
う
た
が
ひ
条

㈲

栄
花
物
語
十
五
、
う
た
が
ひ
条

㈲

小
右
記
、
寛
仁
三
年
七
月
十
七
日
条

⑩

栄
花
物
語
十
五
、
う
た
が
ひ
条

qD

福
山
敏
男

「
平
等
院
と
中
尊
寺
」
所
収
の

(藤
原
摂
関
家
の
寺
)
参
照

㎝

杉
山
信
三

「
藤
原
氏
の
氏
寺
と
そ
の
院
家
)

(昭
和
四
十
三
年
三
月
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
紀
要
)

㈱

扶
桑
略
記
廿
八
、
寛
仁
四
年
三
月
三
日
条

09

栄
花
物
語
第
三
十
つ
る
の
は
や
し

(古
典
文
学
大
系
本

三
二
六
頁
)

㈲
㈲

同
右

治
安
二
年
七
月
十
四
日
条

qり
⑱

栄
花
物
語

第
二
十
六
、
楚
王
の
ゆ
め

(古
典
文
学
大
系
本
二
二
八
頁
)
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四
、
藤
原
氏

氏
寺

を
め
ぐ
る
天
台
宗

の
進
出

い
ま
法
性
寺
、
法
成
寺
を
考
え
る
に
当

っ
て
、
そ
の
造
立
者
と
し
て
藤
原
忠
平
、
藤
原
道
長
が
存
在
す
る
こ
と
は
は
い
う
ま

で
も
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
人
々
が
巨
材
を

投
じ
て
建
立
し
た
自
ら

の
祈
願
寺

の
維
持
に
つ
い
て
は
い
き
お
い
宗
門

の
高
僧
達
を
招
じ
て
別
当
或

い
は
長
吏
と
し
て
、
創
建

の
願
意
に
も
と
づ
き
、
ま
た
年
中
行
事

に

よ

っ
て
法
会
を
厳
修
し
、
責
族
の
周
忌
等
に
際
し
て
は
忌
辰
を
催
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
法
性
寺
に
座
主
と
し

て
智
証
門
徒

の
余

慶
を
請
じ
た
こ
と
に
よ
る
相
論
は
単
に
法
性
寺

の
運
営
と

い
う
面
だ

け
で
は
な
く
し

て
、
叡
山
の
山
上
山
下
の
争

い
を
持
ち
こ
ん
だ
形
と
な
り
、
そ
れ
は
か

へ
つ
て
山
門

に
対
し
て
藤
原
責
族
は
こ
れ
を
遠
ざ
け
よ
う
と
す
る
き
ら
い
さ
え
も
あ

っ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
さ
き
に
法
性
寺
の
場
合
に

つ
い
て
述

べ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
の
で
そ
れ
は
前
説
に
ゆ
ず
る
が
、
い
ま
法
成
寺

の
問
題
に
も
こ
の
問
題
は
尾
を
引
い
て
く
る
の
で
あ
る
。

法
成
寺
と
山
門

・
寺
門
の
関
係
は
道
長
に
と

っ
て
は
、
山
門
の
西
方
院
の
入

っ
た
も
と
天
台
座
主
で
平
基
平
の
子
で
慈
覚
門
徒
の
院
源
を
頼
る
と
同
時
に
、
は
じ
め
慈

覚
大
師
の
門
に
入

っ
て
い
た
が
、
の
ち
園
城
寺

に
入

っ
た
心
誉
の
二
人
を
堂
塔
供
養

に
導
師
と
し

て
用
い
、
道
長
は
そ
の
死
に
あ
た

っ
て
院
源
を
重
視
し
て
い
た
か
に
見

え
た
が
、
実
際
は
冶
安

二
年
よ
り
道
長
の
請
に
よ
り
心
誉
を
法
成
寺

に
住
ま
わ
せ
、
彼
を
法
成
寺

の
別
当
と
す
る
意
志
が
あ

っ
た
。

そ
れ
は
道
長

の
晩
年

の
万
寿
二
年

(
一
〇
二
五
)
十

二
月
八
日
に

翻
法
成
寺
内
可
レ
被
レ
立
二尼
戒
壇

一、
今
日
支
度
材
木
」
と
法
成
寺
内
に

一
門

の
女
御
等

の
た
め
の
尼

僧

に
与
え
る
戒
壇
を
き
つ

こ
う
と
し
た
。
こ
の
比
丘
尼
戒
壇
に
つ
い
て
比
丘
の
戒
壇
を
設
け
よ
う
と
し
た
と
き
、
山
門
は

「
天
台
檜
等
或
結
二
葱
怒

一、
或
以
二
愁
歓

一、
依
二

座
主
申

一、
忽
所
レ
被
レ
企
」
と

て
、

こ
の
計
画
は
道
長
と
院
源
の
策
謀

に
よ
る
も
の
と
し
て
、
叡
山
の
戒
壇
院
以
外
の
受
戒
道
場
を
き
つ
く
こ
と

に
き
び
し
く
反
対
し
た
。

そ
し
て
、
同
年
四
月
廿
六
日
に
よ
る
と

【
天
台
門
徒
喧
嘩
無
極
、
法
成
寺
戒
壇
事
也
、
而
依
二
慈
覚
大
師
門
徒
愁
二
吟
之

一、
愁
被
二
停
止
一、
阻
不
止
二
尼
戒
壇

一、
猶
有
二飴
葱

一、

灌
檜
正
慶
命
、

大
僧
都
深
圓

張
本
之
由
、
入
二
揮
閣

一、
概
閣
忽
怒
之
詞
遂
レ
日
」

し
か
し
こ
の
尼
戒
壇

の
み
の
許
可
は
道
長
と
心
誉
と
の
勝
利

で
あ
り
、
院
源
が
そ
れ
を
押
え
切
れ
な
か

っ
た
と
こ
ろ
に
法
成
寺

に
寺
門
勢
力
が
浸
透
す
る
要
因
と
も
な

っ
た
の
で
あ
る
。
瀧
善
城
氏
も
、
こ
の
事
件
は
尼
僧
相
手
と
は
い
え
、
智
証
門
徒

の
結
局
大
き
な
成
功

で
あ
る
と
同
時
に
、
十

二
年
後

の
長
暦
三
年

(
一
〇
三
九
)
の
園

城
寺

三
摩
耶
戒
壇
設
立
運
動

の
前
駈
と
も
な
り
得
た
の
で
あ
る
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

藤
原
氏
の
氏
寺
と
天
台
宗
の
進
出
に
つ
い
て
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法
成
寺
問
題
は
道
長
在
世
時
代
が
す
で
に
か
か
る
状
況

で
あ

っ
た
か
ら
、
道
長
は
よ
り
以
上
心
誉

に
信
頼
を
置
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て

「
法
成
寺
執
行
者
、
最

前
心
誉
檜
正
云
々
、
其
後
七
八
代
多
園
城
寺
門
徒
也
」
と
寺
門
派
で
法
成
寺

の
運
営
を
行

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
構
成
に
つ
い
て
は

當
寺
検
校
別
當
等
者
、
寺
山
爾
門
綱
維
、
随
位
階
深
淺
逓
以
補
任
、
就
中
於
寺
務
執
行
者
、

一
向
寺
門
檜
徒
補
之
、
最
初
執
行
権
檜
正
心
讐
也
、
自
是
相
績
八
代
領

之
、
所
謂
殿
下
欲
酬
智
静
大
曾
正
芳
恩
也
、
而
至
堀
河
院
承
徳

二
年
、
當
寺
寺
務
執
行
職
、
始
補
慈
覧
門
人
、
既
以
違
連
綿
相
承
之
例
、
故
寺
門
憂
之
、

そ
し

て
法
成
寺

の
三
綱
を
ひ
き
い
て
寺
務
を
統
轄
し
、
寺
領
を
支
配
す
る
も

の
は
執
行
職

で
あ
り
、
そ
れ
は
権
別
当
格

の
職

で
あ
り
、

こ
の
寺
務
執
行
者
は
智
証
門
徒

に
限
ら
れ
た
と
し
て
、
そ
の
理
由
に

「
灌
僧
正
心
響
為
二
執
行
別
當
之
日
一入
道
殿
下

(道
長
)
相
契
、
永
寄
二
御
堂
寄
二
此
門
徒

一、
其
事
顕
然
」

こ
れ
は
承
徳
二
年

(
一
〇

九
八
)
六
月
十

三
日
に
始
め
て
慈
覚
門
徒

の
仁
覚
を
法
成
寺
執
行
座
主
に
補
任
し
た

こ
と
に

つ
い
て
の
事
件
で
あ

っ
た
。

そ
し

て
そ
の
八
代

の
執
行
職
を
、
ω
心
誉
権
僧

正

②
定
義
檜
都

㈲
永
圓
信
正

ω
覚
圓
大
僧

正

㈲
明
尊
僧

正

㈲
艀
圓
権
僧
正

ω
艀
覚
法
印
と
か
か
げ

て
反
論
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
場
合
執
行
権
を
付
与
し
な
い
場
合

は

幽
便
奏
公
家
、
定
置
寺
司
以
降
、

慈
畳
智
謹
雨
門
綱
維
、

雛
レ
階
二
位
階
上
下

一遁
爲
二
検
校
別
當

一L

こ
こ
で
は
権
校

や
別
当
が
た
と
え
山
門

の
高
僧
で
あ

っ
て
も
、
法
成
寺

の
運
営

の
責
任
者
は
寺
門
出
身

の
執
行

で
あ
る
こ
と
を
慣
例
的
に
認
め
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
山
門
側
は
、
道
長
と
院
源
と
の
関
係
を
と
ら
え
て
、
院
源
は
天
台
座
主
で
あ
り
な
が
ら
法
成
寺
に
出
入
し
て
い
た
こ
と
を
以
て
、
法
成
寺

の
執
行
職
に

補
任
さ
れ
る
権
利
が
生
じ
て
い
る
も

の
と
解
釈
し

て
、
慈
覚
門
徒

の
仁
覚

の
就
任
を
意
味
づ

け
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
寺
門
側
は

「
倶
至
二
座
主
院
源
最
初
執
行
之
條
者
、

伏
考
二
旧
記
一、
重
問
二
故
老

一未
レ
見
二
其
文

一、
未
レ
聞
二
其
言
一、
況
復
縦
爲
二
執
行

一、
於
二
干
今

一不
レ
足
二
相
論
一、

一
諾
之
後
八
代
之
間
、
全
以
不
レ
交
他
門
執
行
故
也
」
と

山
門
が
院
源
を
以
て
先
例
と
し
て
法
性
寺
の
み
な
ら
ず
法
成
寺
を
も
山
門

の
傘
下
に
入
れ
よ
う
と
す
る
動
き
を
封
じ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
相
論
を
通
じ
て
藤
原
氏

の
氏
寺
が
山
門

・
寺
門
に
分
れ
て
支
配
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
動
き
が
か
な
り
明
確
に
と
ら
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
ま
た
平
安
初
期
に
於
て
大
覚
寺
、
仁
和
寺
等
に

真
雅
等
を
中
心
と
し
て
真
言
宗
が
進
出
し
て
い

っ
た
の
と
規
を

一
に
し
て
い
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

一
方
、
法
性
寺

の
場
合
で
あ
る
が
、

こ
れ
も

こ
の
仁
覚

の
相
論
を
通
じ
て
、
か
な
り
判
明
す
る
。

(忠
平

)

(作
イ
)

抑
貞
信
公
建
法
性
寺
補
置
座
主
之
後
、
慈
畳
大
師
門
人
九
代
相
縫
補
任
、
至
第
十
代
智
辮
標
檜
正
爲
智
詮
大
師
門
入
、
初
任
彼
職
、
錐
然
依
有
違
例
之
訴
、
早
被
停

(其
イ
)

㈲

止
件
職
、
古
今
錐
異
理
致
惟

一
、
然
則
慈
覧
大
師
門
人
設
錐
無
先
躍
、
暫
居
執
行
職
、
智
謹
大
師
門
人
所
訴
有
其
理
、
盃
被
改
件
職
哉
、

こ
こ
で
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
法
性
寺
座
主
は
、
法
成
寺

に
反
し
て
最
初
よ
り
九
代
は
慈
覚
門
徒
を
以
て
占
め
、

こ
の
余
慶
の
場
合

に
も
き
び
し
く
智
証
門
徒
を
追
放
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し
て
い
る
。
さ
き
の
法
性
寺
の
事
例
を
以
て
す
れ
ば
天
台
宗

の
山
門
と
寺
門
は
法
性
、
法
成

の
二
寺
に
そ
の
支
配
権
を

打
ち

立
て
よ
う
と
す
る

動
き

に
よ
る

も
の
で
あ

る
。

こ
の
二
寺

へ
の
指
導
権
の
確
立
を
め
ぐ
る
紛
争
は
仁
覚
の
と
き
だ
け
で
は
な
く
、
康
和
四
年

(
一
一
〇
二
)

三
月
廿
八
日
天
台
座
主
仁
覚
の
示
寂
の
の
ち
、
法
性
寺

座
主
で
慈
覚
門
徒
の
、
仁
覚
の
弟
子
の
仁
源
を
法
成
寺
長
吏

に
据
え
る
こ
と
を
画
策
し
た
。

こ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
法
性
寺
と
法
成
寺
を
共

に
支
配
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
京
都

へ
の
山
門
の
足
が
か
り
を
固
め
る
こ
と
に
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
に
延
暦
寺
衆
徒
は

右
大
臣
忠
実
の
弟

に
お
も
む
い
て
強
訴
を
行

っ
た
。
延
暦
寺
大
衆
五
六
百
人
山
を
お
り
て
蜂
起
し
た
が
、
決
論
は
法
成
寺
は
執
行
長
吏
の
定
基

・
心
誉

・
永
圓

・
静
圓

・

明
尊

・
覚
圓

・
静
圓

・
静
覚

・
覚
圓

(再
任
)
は
す

べ
て
三
井
寺

の
人
で
あ
る
た
め
、
初
め

て
仁
覚
を
執
行
寺
務
と
し
た
が
、
智
証
門
徒

の
増
誉
権
僧
正
が
法
成
寺

の
権

別
当
で
あ
る
以
上
、
彼
を
し
て
別
当
長
吏
と
し
て
寺
務
を
執
行
さ
せ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
ま
た
朝
廷
の
方
針
と
し
て
も
、
法
性

・
法
成
二
寺
に
は
山
門

・
寺
門
を
相

互
に
座
主

・
別
当
に
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
対
立
よ
り

の
が
れ
よ
う
と
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
単

に
延
暦
寺
の
み
な
ら
ず
園
城
寺
も
大
衆
を
動
か
し
法
成
寺

の

地
歩
を
固
め
る
た
め
蜂
起
し
た
が
増
誉

の
仲
介
あ

っ
て
急
激
な
行
動

に
出
な
か

っ
た
が

一
部
僧
徒
の
中
に
は
木
幡

に
お
も
む
き
道
長
の
墓
を
破
壊
し
よ
う
と
す
る
動
き
さ

え
も
見
え
た
。

そ
し
て
最
終
的
に
頼
通
の
永
承
年
中

に
法
成
寺
別
当
を
補
任
し
た
例
に
な
ら

っ
て
、
法
成
寺
検
校

に
増
誉
、
別
当
に
良
意
、
権
別
当
に
仁
源
を
任
じ

て
延
暦
寺
大
衆
の

圃

申
請
を
入
れ
た
形
で
収
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
翌
年
に
法
成
寺
別
当
良
意
が
示
寂
し
た
が
法
成
寺
別
当
に
寺
門
系
、
権
別
当
に
山
門
系
と
の
交
替
は
、
山
門
系
の

法
性
寺
座
主
寛
慶
を
法
成
寺
権
別
当
に
、
寺
門
系

の
行
玄
を
法
成
寺
座
主
に
任
命
し

て
い
る
こ
と
か
ら
も
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
藤
原
氏
の
京
都

の
氏
寺
を
中
心
と
し
て
両
者
の
教
線
拡
大
は
政
治
的
な
闘
争

に
発
展
し
か
ね
な
い
状
況
に
あ
り
、
承
久
元
年

(
一
二

一
九
)
四
月

二
日
の

京
都
の
大
火
に
よ
り
こ
れ
ら
氏
寺
や
六
勝
寺
と
も
ど
も
消
失
す
る
ま

で
続
け
ら
れ
、
藤
原
氏
勢
力

の
衰
退
と
共
に
実
質
的
な
氏
寺
の
勢
力

の
拡
大
は
な
か

っ
た
が
、
単
な

る
祈
願
寺
と
し

て
御
八
講
等

の
年
中
行
事
を
継
続
す
る
に
す
ぎ
ず
、
災
害

の
都
度

に
そ
の
規
模
は
縮
少
し

て
い

っ
た
の
で
あ
る
。
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藤
原
氏
の
氏
寺
と
天
台
宗
の
進
出
に
つ
い
て

瀧
善
成
、

「
四
円
寺
、
法
性

・
法
成
寺
の
研
究
」

(史
苑
)
参
照

中
右
記
、
承
徳

二
年
六
月
十
三
日
条

寺
門
伝
記
補
録
、
二
十
、
雑
記
、
法
成
寺
執
行
議
事

寺
門
高
僧
記
四
、
承
徳

二
年
六
月

二
十
日
、
訴
法
成
寺
寺
務
執
行
始
補
慈
覚
門
徒
事

ω
二
同
ジ

ω
二
同
ジ

ω
二
同
ジ

中
右
記
、
康
和
四
年
五
月
七
日
条

寺
門
高
僧
記
四

殿
暦
、
康
和
四
年
六
月
二
十
八
日
条

中
右
記
、
康
和
四
年
七
月
三
日
条

五
、

む

す

び

こ
の
よ
う
に
藤
原
氏
の
京
都
の
氏
寺
を
中
心
と
す
る
天
台
宗
の
慈
覚
門
徒
と
智
証
門
徒

の
対
決
は

宿
命
的
な
も
の
が
あ

っ
た
。

そ
れ
は

大
乗
戒
壇
を
め
ぐ

っ
て

対
立

し
、
慈
覚

・
智
証
門
徒
の
相
剋
は
、
そ
れ
が
平
安
仏
教
に
於
け
る
教
線
拡
大
に
つ
な
が
る
師
資
相
承
と
い
う
密
教
的
相
伝
形
態
の
寺
院
相
続

へ
の
導
入
と

い
う
こ
と
に
な

っ
て
、
そ
れ
は
ま
す
ま
す
宿
命
的
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
最
澄
が
叡
山
開
創
に
対
し
て
密
教
を
重
視
し
な
か

っ
た
と
い
う
欠
点
が
尾
を
引
き
、
円
珍
が
密
教
相
承
に

重
点
を
置
い
た
と
い
う
教
学
的
立
場
も
含
め
、
さ
ら
に
智
証
大
師
円
珍
自
身
が
最
澄
と
対
し
た
弘
法
大
師
空
海

の
姪
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
も
止
観
重
視
の
円
仁
門

下
と
密
教
重
視
の
円
珍
門
下
と
は
決
定
的
に
分
離
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
比
叡
山
の
勢
力
は
こ
こ
に
円
仁
と
円
珍
、
さ
ら

に
さ
か

の
ぼ

っ
て
最
澄
と
義
眞

の
二
つ
の
門
流
に
分
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し

て
元
来
藤
原
忠
平
の
建

て
た
法
性
寺
は
、
天
台
座
主
法
性
房
尊
意
を
ま
ね
い
て
開
山
と
し
た
の
で
そ
の
寺
名
が
あ
り
、
尊
意
は
円
仁
よ
り
付
法
し
た
増
全
に
師
事

し

て
い
る
た
め
円
仁
門
下
で
あ
り
、
こ
こ
に
法
性
寺
は
円
仁
門
下

で
占
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
余
慶
を
め
ぐ
る
対
立
の
う
ず
は
法
性

・
法
成
寺
を

巻
き
こ
ん
で
さ
ら
に
天
台
座
主
問
題
、
両
門
徒
の
山
上
山
下

へ
の
分
裂
と
な
り
園
城
寺
戒
壇
は
、

三
井
寺

の
運
命
を
左
右
す
る
重
大
な
問
題
と
な

っ
た
。

こ
と
に
山
門
は

・:



寺
門

の
僧
の
南
部
戒
壇

へ
の
登
壇
を
禁

止
し
よ
う
と
し
て
、
こ
こ
に
南
部
と
の
対
立
も
お
こ
り
、
こ
れ
は
興
福
寺

よ
り
最
澄
問
題
を
ぶ
り
返
し
延
暦
寺
を
興
福
寺
の
末
寺

で
あ
る
と
き
め

つ
け
る

一
面
も
あ

っ
て
園
城
寺
11
南
部

の
合
流
は
延
暦
寺
を
孤
立
さ
す
た
め

の
も

の
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
に
早
く
目
を

つ
け
た
後
白
河
法
皇
は
園
城
寺
と

源
氏
と
を
結
ん
で
、
平
家
と
結
ぶ
延
暦
寺
を
攻
撃
す
る
態
勢
を
固
め
た
の
も
、
こ
の
両
門
徒
の
永
遠
の
対
峙
と
い
う
天
台
宗
内
部
の
闘
争
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
の
に
外

な
ら
な
か

っ
た
。

こ
の
よ
う

に
両
門

の
対
峙
と
闘
争

の
く
り
返
え
し
の
な
か
で
、
白
河
法
皇

の
御
願
寺

の
法
勝
寺
の
成
立
を
見
る

の
で
あ
る
が
、

こ
の
両
門
の
争

い
と
真
言
宗
の
仁
和
寺

の
法
親
王
に
よ
る
運
営
と
い
う
問
題
も
か
ら
め
て
、
さ
ら
に
考
え
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
寺
院
史

の
問
題
は
多

い
。

ま
と
め
と
は
な

っ
て
い
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
よ
り
こ
の
時
代
の
問
題
の
理
解
を
深
め
る
必
要
を
感
ず
る
も

の
で
あ
る
。
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